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概 要

1.電子ジャーナル
論文と雑誌

電子ジャーナルとは、種類、提供元、問題点

電子ジャーナルアクセス方法
 データベース

2.電子ブック
調べるタイプ

読むタイプ

3.その他
Academic Resource Cabinet（リンク集）

パスファインダー（情報への道しるべ）

電子コレクション（名古屋大学附属図書館）

１．電子ジャーナル

1. 論文と雑誌

2. 電子ジャーナルとは
種類

提供元

問題点 オープンアクセス 学術機関リポジトリ

3. 電子ジャーナルへのアクセス方法
 雑誌から探す１ - - - - - - - - - - - - - - → OPAC

 雑誌から探す２ - - - - - - - - -→ アクセスサービス

 論者・論題・キーワード等から探す - → データベース

 引用関係から探す - - - - → Web of Science CiNii

 本文から探す - - - - - - - - - - - → EJの各サイト

 論文

 学術論文

 雑誌

 学術雑誌：研究発表の場。学術論文。
商業出版社・学協会

大学や研究機関が発行する紀要類

 一般雑誌：娯楽性・実用性の高いもの

論文と雑誌

通常のWebサイトに用いられる形式。
ブラウザだけで閲覧可能、リンクもある
画面上で通読するときはこちらを選ぶと良い

HTML

冊子体（プリント版）の見え方に近い
Acrobat Readerが必要（無料）。
印刷や保存にはこちらを選ぶと良い

PDF 電子ジャーナルとは？

 パソコンの画面上で読める雑誌

 論文表示形式・・・PDF, HTMLなど

利点

 論文の本文まで検索可能

 研究室等で２４時間利用可能

 複数の人が同時に閲覧可能

 製本中・欠号がない

電子ジャーナルとは



冊子体と電子ジャーナル

 冊子体の雑誌が電子化されたもの

 冊子体がなくオンラインのみで出版されてい
る電子ジャーナルもある。

 冊子体はあっても電子版のほうが、早く公開
されるというもの

たとえ同時に公開されても、郵送期間等を考えると、
冊子体到着よりも早く読むことができ研究者に喜ばれ
ている。

提供元

 出版社系
 出版社のサーバから提供されているもの。有料

 エルゼビア社のScienceDirect
 シュプリンガー社のSpringerLINK

 学会系
 PubMed Central

NLM（米国国立医学図書館）などが主催するライフサイエンス分
野のフリーアクセス電子ジャーナル

 アグリゲータ系
 仲介業者・機関が電子ジャーナルを集めて提供。有料提

供が多い。
 ProQuest
 EBSCOhost
 J-Stage

変化と問題点

 電子ジャーナル導入による変化
 研究環境

 研究者は文献を調べるのに、図書館に来る必要がなくなった。利
便性が増した。

 図書館
 冊子体の雑誌を収集して保存し、閲覧させる立場から、電子

ジャーナルやデータベースを契約して提供する機関に。

 問題点
 予算がなくなり契約を切った場合は、冊子体と違い過去

のものが見られなくなることが。
 電子ジャーナル価格の高騰化。

 解決のために
 オープンアクセス
 機関リポジトリ

オープンアクセス

 オープンアクセス・ジャーナル

 BioMed Central ほか
 論文の執筆者から掲載料を徴収することによる

 大学図書館とオープンアクセス

 三根 慎二. “電子ジャーナル時代の新用語「オープンアク
セス：大学図書館の立場から」”. SPARC Japan 
Newsletter. 2009, No.2. 
http://www.nii.ac.jp/sparc/publications/newsletter/html
/2/topics1.html (参照2009-11-24).
 大学図書館のオープンアクセスに対する一つの新しい取り組みと

して、「機関リポジトリ」がある。

機関リポジトリ

 大学などの知的生産物を公開発信のために
保存しておくアーカイブ。

大学の成果公開・情報発信という性格のほか、学術・
情報流通の主導権を商業出版社から学術コミュニティ
にとり戻そうとする「オープンアクセス」運動の観点か
らも注目されている。

 Google Scholar で論文を検索するとこのような無料の
論文が見つかることがある。

名古屋大学学術機関リポジトリ

http://ir.nul.nagoya-u.ac.jp/dspace/index.jsp



電子ジャーナルアクセス方法

A) ５つの探し方
1. 雑誌名から探す1（OPAC）

2. 雑誌名から探す2（アクセスサービス）

3. 論題・件名・抄録中のキーワードから探す
（データベース）

4. 引用関係から探す（Web of Knowledge）

5. 本文から探す（電子ジャーナルサイト）

B) 電子ジャーナル利用の注意
公正利用

電子ジャーナル
（契約／無償公開）

雑誌名から探す２

論題、件名、抄録中の
キーワードから探す

キーワードや引用関係
から探す

本文から探す

アクセス
サービス

OPAC EJの
各サイト

Web of 
Science
CiNii

データ
ベース

雑誌名から探す１

５つの探し方

１．雑誌名から探す１

OPAC
雑誌名が分かっている場合、OPACで探せます。

■■■ こんなとき使える！ ■■■
論文のReferenceに入っている文献などを探していて、
手元に掲載誌名、巻号、ページ情報がある。

プリント版と一緒に探せるので、電子ジャーナルがない場合も見つけられます。

もしもプリント版が無く、電子ジャーナルのみの場合は探せません。

OPAC
所蔵一覧・書誌詳細画面

雑誌名から探す１:OPAC

２．雑誌名から探す２

雑誌名が分かっている場合、アクセスサービス
でも探せます。

■■■ こんなとき使える！ ■■■
論文のReferenceに入っている文献などを探していて、
手元に掲載誌名、巻号、ページ情報がある。

電子ジャーナルの有無を手早く知ることができます

もしもプリント版しか無い場合は、探せません

アクセス
サービス

図書館HP http://www.nul.nagoya-u.ac.jp/

雑誌名から探す2：アクセスサービス



タイトル順
リスト

分野から
検索

雑誌名、ISSN、
ベンダーから検索

雑誌名かISSN
＋

発行年・巻号・ページを指定して検索

※論文のキーワードなどでは探せません。内容からでは
なく、Reference listから特定論文を探すツールです。

必ず守って下さいね！

雑誌名から探す2：アクセスサービス

雑誌名 [ISSN] 左：提供元
右：利用可能発行年・巻号

 Academic Resource Cabinet （リンク集）

 名古屋大学附属図書館が提供する学術情報探索
のためのポータルサイト

電子ジャーナル無料サイト等の紹介

「研究紀要 全文 –全国版-」 → 「電子ジャーナルアクセスサービス」

名古屋大学附属図書館作成. からの検索に変更

国内で発行されている紀要のうち、

全文閲覧可能なものを中心にリンク

 CiNii

雑誌名から探す

３．論題・件名・抄録中の
キーワードから探す

雑誌名や掲載巻号、ページが分からなくても、
キーワードで論文を探せます。

■■■ こんなとき使える！ ■■■
テーマで論文を探したい
論題は分かるんだけど、どの雑誌に載っていたっけ？
この著者の論文を集めたい ・・・など

雑誌を定めず、広くテーマや著者名などで論文を探せる、かなり分野網羅的

すべてが電子ジャーナルで読めるとは限らない。論文本文の検索はできない

データ
ベース

データベース

 コンピュータを使って検索できるように体系的
に構成したデータの集まり。

 二次情報文献データベース：
 著者、書名、論題といった書誌的事項を検索可能にしたデー

タベース

 フルテキストデータベース：
 雑誌記事・新聞記事などの全文を利用可能にしたもの。電子

ジャーナル

 目録データベース：OPAC

 新聞記事データベース など

二次情報文献データベース

 二次資料：一次資料（雑誌論文）を調べるツール

国内外の大学や学協会、研究機関等で発行または発
表された研究論文等の論文著者、論文タイトル、掲載
された雑誌名、巻号、掲載ページ等の論文情報を検
索することができる。

二次情報文献データベース



・ Web of Science （全分野：自然科学, 社会科学, 人文科学）

・ EBSCOhost
* Biological Abstracts（生物科学） * CINAHL（看護学）

* LISTA（図書館情報学） * ERIC（教育学）

* MEDLINE（生物科学・生物医学） * MLA（言語学）

* Cochrane Collection （医療） * PsycINFO（心理学）

・ ProQuest, Periodical Index Online …etc

・ CiNii （サイニイ）論文情報ナビゲータ（国内発行誌、全分野）

・ 医中誌Web （医学中央雑誌Web版） …etc

・PubMed （http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）
・Google Scholar  など無料で利用できる文献データベースもある

二次情報文献データベース CiNii（サイニイ） 日本語論文を探す

http://ci.nii.ac.jp/

CiNii（サイニイ） 日本語論文を探す

収録範囲 : 学協会誌・大学研究紀要

 学協会刊行物・大学研究紀要・国立国会図書館の雑誌
記事索引データベースなど、学術論文情報を検索の対象
とする論文データベース・サービス

本文・引用情報（一部有料）

 論文情報1,200万件中、325万件に本文有

 大学発行の研究紀要は無料

 利用可能本文＝無料公開誌（約３,８００誌）
＋定額許諾（約４００誌）

定額許諾は契約機関のみ

分野別リスト

ABC順リスト

新聞記事DB
辞書・事典

Web of KNOWLEDGE
CiNii(国内論文)

リスト

契約DB

NULink案内

分野別リスト

データベース関係のお知らせ
新着/障害/メンテナンス情報

分野別リスト
のメニュー

図書館HP http://www.nul.nagoya-u.ac.jp/

Academic Resource Cabinet



分野別でリンクを探す

目的別でリンクを探す

Academic Resource Cabinet
４．引用関係から探す

ある論文に引用されている論文、
逆に引用している論文を探せます。

■■■ こんなとき使える！ ■■■

とても興味深い論文が引用する論文も読みたい
ある論文と同じようなテーマの論文を探したい
自分の論文を引用している論文を探したい！ ・・・など

関連論文を次々と探すことができる

明確に決まった論文を探す手段ではない

Web of Science

CiNii

Web of Science

 引用索引データベース

 Web of Knowledge上で提供される

 <3つのDBより構成> 様々な分野をカバー

Science Citation Index Expanded （1945-）

Social Sciences Citation Index （1956-）

Arts & Humanities Citation Index （1975-）

 各分野の最重要な雑誌を収録

引用関係から探す:Web of Science

名古屋大学が契約するデータベースなどの検索結果画面に
表示され、該当論文のFULL TEXTへ誘導するツールです。
電子ジャーナルの他、名古屋大学や国内の大学図書館で
所蔵する冊子体の検索なども行なえます。

NULink（エヌ・ユー・リンク）とは？

リンクリゾルバ

リンクリゾルバ

Times Cited
この論文を

引用している文
献のリスト

Times Cited
この論文を

引用している文
献のリスト

References
この論文の

引用文献リスト

References
この論文の

引用文献リスト

Related 
Records

同じ引用文献を
用いている文献

Related 
Records

同じ引用文献を
用いている文献



検索結果と引用関係

検索結果
文献A

文献Aが

引用している
文献群

文献Aを

引用している
文献群

文献Aと

引用文献
を共有

する文献

References
Times 
Cited Related Records

引用関係から探す:Web of Science Google scholar

http://scholar.google.co.jp/

■参考文献
この論文が引用している論文の
詳細画面に飛べる。
本文がCiNii内にあればPDFにも！

■被引用文献
この論文を引用している論文の
詳細画面に飛べる。
本文がCiNii内にあればPDFにも！

５．本文から探す

データベースと同じく、キーワードを用いて
論文を探せます

■■■ こんなとき使える！ ■■■

テーマで論文を探したいが、DBではヒットが少なかった
キーワードに登録されないような言葉でも、是非キーワード
で論文を検索したい ・・・など

データベース検索と違い、本文を検索するので、より感度の高い検索が可能

ノイズが多くなる、分野全体を網羅的にカバーするものは殆ど無い、狭く深く

EJの
各サイト



{nursing care}
プルダウンメニューで
Full Text を選択

nursing care
・・・”nursing”と”care”が本文中に含まれる

{nursing care}
・・・”nursing care”が本文中に含まれる

PDFでFull Text
を見れます。

本文を見ると、
検索ワードが赤字で
表示されます。

【データベース」と「各EJのサイト」の違い】

「データベース」

様々な出版社の雑誌を大規模に採録（検索対象が広い）

分野別だったり、絞り込みなどの検索機能に優れている

入っているデータは抄録や書誌情報（本文なし）

「各EJのサイト」

本文データを持っているので、マイナーなキーワードも
全文検索でヒットしやすい

ひとつの提供元の雑誌だけを収録（検索対象が狭い）

検索機能は簡易なものしかない

本文から探す：各EJのサイト

著作権について

 “Terms and Conditions”
 「協約と利用条件」を遵守すること

利用制限について

 システムによる自動ダウンロード禁止

 大量ダウンロード禁止

 本学の構成員による個人利用に限定

 データを改ざんして利用することの禁止

B) EJ利用上の注意 ２．電子ブック

電子ブック
 調べるタイプ

 読むタイプ

 アクセス方法
図書館アクセスサイトから「電子ブック」

 OPACからのリンク

 Academic Resource Cabinet（リンク集）
 無料サイトあり

 その他
 ニュース： Google ブックス



 インターネットで使える電子書籍

 調べるタイプと読むタイプがある

「電子ブック」って何？

辞書・事典のデータベース

調べるタイプ

「青空文庫」 「Project Gutenberg」など
（著作権の切れた図書の全文をインターネットで公開）

読むタイプ

電子ブックを
使って調べる

言葉や事柄を調べるには…

電子ブックのメリット・デメリット

•手軽に２４時間
•どこからでも検索
•正しい情報・誤った情報？

情報の発信源は誰？
玉石混交

•手軽に２４時間
•学内限定アクセス

同時アクセス人数制限
•情報の発信源は明確

電子ブックで
調べる

インターネット検索サービスで
調べる

調べるタイプ・読むタイプ 名大で利用できる電子ブック

 調べるタイプ --辞書・事典—

・JapanKnowledge （和書） ・Kenkyusha Online Dictionary （和書）

・化学書資料館（和書） ・理科年表プレミアム （和書）

・Blackwell Reference Online（洋書）

・Oxford Reference Online （洋書）

・Gale Virtual Reference Library （洋書）

・Wiley Interscience Reference Works （洋書）

・Marquis Who’s Who on the Web （洋書）

 読むタイプ -- 図書全文--

・Cambridge Histories Online（洋書）

・NetLibrary（和書・洋書） ・SpringerLink Book Series（洋書）

・Science Direct（洋書） ・Safari Books Online（洋書）

 コンテンツ ３０以上収録

百科事典： 日本大百科全書（ニッポニカ）(小学館）

Encyclopedia of Japan（講談社）

人名事典： 日本人名大辞典（講談社） JK Who‘s Who 

用語事典： 情報・知識 imidas（集英社）

現代用語の基礎知識（自由国民社） など

国語辞典： デジタル大辞泉（小学館）

そのほか英和辞典・ 和英辞典

週刊エコノミスト（毎日新聞社）・ 東洋文庫（平凡社） 等

 学内限定 同時アクセス２
終了するときは必ず「ログアウト」ボタンをクリックしてください

JapanKnowledge

JapanKnowledge （辞書・事典・叢書 / 日本語 ）

ノーベル



電子ブックで調べてみよう
JapanKnowledge で検索

終了するとき

電子ブック利用の注意点

 公正利用の注意
大量ダウンロードの禁止 個人の研究・学習などの利用

引用するとき 「科学技術情報流通技術基準」

参照文献の書き方（補遺） 電子文献参照の書き方
http://sist-jst.jp/handbook/sist02_2007/main.htm

Oxford Reference Online の例 （How to cite this entry）

J. L. Heilbron "Nobel Prize" The Oxford Companion to the History
of Modern Science. J. L. Heilbron, ed., Oxford University Press 

2003. Oxford Reference Online. Oxford University Press. 
Nagoya University. 15 October 2006  いつ検索したか

<http://www.oxfordreference.com/views/ENTRY.html?subview=
Main&entry=t124.e0517> ← サイトの情報

引用の仕方

名大で利用できる電子ブック

 調べるタイプ --辞書・事典—
・JapanKnowledge （和書） ・Kenkyusha Online Dictionary （和書）
・化学書資料館（和書） ・理科年表プレミアム （和書）
・Blackwell Reference Online（洋書）
・Oxford Reference Online （洋書）
・Gale Virtual Reference Library （洋書）
・Wiley Interscience Reference Works （洋書）
・Marquis Who’s Who on the Web （洋書）

 読むタイプ -- 図書全文--
・Cambridge Histories Online（洋書）
・NetLibrary（和書・洋書） ・SpringerLink Book Series（洋書）
・Science Direct（洋書） ・Safari Books Online（洋書）

利用可能なアイテム
タイトルを一覧することが可能
723+無料約3,400タイトル

NetLibrary

NetLibrary

電子ブックをクリック

そのほか公開されている
電子ブックへのリンク

リンク集 （Academic Resource Cabinet）



http://books.google.com/books/

Google ブックス Googleブックス訴訟

http://current.ndl.go.jp/node/15321

３．その他

 Academic Resource Cabinet（リンク集）
名古屋大学附属図書館が提供する学術情報探索の

ためのポータルサイト
 無料の電子ジャーナル・電子ブック

 パスファインダー（情報への道しるべ）６７種

 電子コレクション （名古屋大学附属図書館）
学術機関リポジトリ

電子展示 「地獄物語」の世界：江戸時代の法と刑罰

パスファインダー (情報への道しるべ)

中央館２Ｆグループラーニングエリア

印刷版
パスファインダー

印刷版
ガイドシート



電子展示「地獄物語」

http://www.nul.nagoya-u.ac.jp/db/e_collect/jigoku/

電子展示「地獄物語」

電子展示「地獄物語」 電子情報

受講頂きありがとうございました


